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祗
園
祭
３
年
ぶ
り
に
復
活

№ 195
夏
2015

　

東
日
本
大
震
災
で
本
殿
が
被
災
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
止
め
に
な
っ
て
い

た
芳
賀
町
・
祖
母
井
神
社
の
夏
祭
り
（
祗

園
祭
）
が
七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
が
祖
母
井
神
社
創
建
八
百
七
十

年
に
当
た
り
、
氏
子
等
が
尽
力
し
、
開
催

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
本

社
神
輿
が
祖
母
井
・
西
町
か
ら
神
社
ま
で

渡
御
す
る
ほ
か
各
町
内
（
上
横
町
・
西

町
・
内
町
・
代
町
）
か
ら
山
車
が
祖
母
井

神
社
に
集
合
し
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
で

は
、
商
工
会
青
年
部
ら
「
お
も
て
な
し
広

場
」
を
開
設
し
一
日
中
賑
わ
い
ま
し
た
。
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真
岡
法
人
会
通
常
総
会

　
小
林
克
男
会
長
が
勇
退
し

新
会
長
に
石
坂
博
氏
が
就
任
　

会
長石

坂
　
博

就
任
あ
い
さ
つ

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
第
３
回

通
常
総
会
は
、
去
る
、
6
月
10
日
（
水
）

午
後
4
時
か
ら「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
」

に
お
い
て
、
湯
本
茂
真
岡
税
務
署
長
は
じ

め
関
係
機
関
、
諸
団
体
か
ら
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
し
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
を
含

め
総
勢
６
９
１
名
の
会
員
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
林
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
昨

年
の
法
人
会
全
国
大
会
「
栃
木
大
会
」
に

つ
い
て
触
れ
、
役
員
各
位
の
ご
苦
労
に
対

し
て
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
は
規
定
に
よ
り
小
林
会
長
が
議
長

に
就
任
し
、
議
事
を
進
行
。
上
程
さ
れ
た

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
の
す
べ
て

を
満
場
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
社
団
法
人
の
許
可
条
件
で

あ
る
公
益
目
的
財
産
額
９
２
６
万
円
の
支

出
計
画
は
、
当
初
４
年
間
が
２
年
に
短
縮

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
報
告
。

　

役
員
改
選
で
は
、
会
長
職
を
３
期
６
年

間
務
め
た
小
林
克
男
氏
が
辞
意
を
表
明
、

こ
の
後
、
各
支
部
の
役
員
会
、
総
会
で
選

任
さ
れ
た
理
事
、
監
事
29
名
の
候
補
者
を

満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
こ
こ
で
一
時
休
憩
し
、
そ
の
間

に
新
理
事
の
互
選
に
よ
る
臨
時
理
事
会
を

別
室
で
開
催
。
選
考
の
結
果
、
小
林
会
長

の
退
任
を
受
け
て
そ
の
後
任
に
真
岡
支
部

長
の
石
坂
博
氏
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
副
会
長
５
名
は
再
任
、
新
た
に
副

会
長
に
真
岡
支
部
の
諸
伏
勇
治
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。
新
役
員
の
次
の
通
り
で
す
。

【
会　

長
】　　

石
坂　

博

【
副
会
長
】　　

新
井　

明�

篠
原
泰
三

　
　
　
　
　
　

髙
松
壽
太
郎�

阿
部
正
機

　
　
　
　
　
　

杉
田
貞
一
郎�

諸
伏
勇
治

【
理　

事
】　　

久
保
康
夫�

礒　

一
己

　
　
　
　
　
　

石
田
順
一�

田
尻
健
司

　
　
　
　
　
　

堀
口
真
男�

樋
口
信
之

　
　
　
　
　
　

仁
平　

広�

平
山
和
之

　
　
　
　
　
　

塚
本
和
也�

萩
原
新
也

　
　
　
　
　
　

梅
野　

聡�

稲
見　

康

　
　
　
　
　
　

渡
辺
成
行�

田
村
浩
次

　
　
　
　
　
　

河
野　

遵�

竹
石
峰
夫

　
　
　
　
　
　

堀
内
一
浩�

秋
山
康
雄

　
　
　
　
　
　

田
尻
和
子

【
監　

事
】　　

上
野
良
夫�

関
口
勝
義

　
　
　
　
　
　

飯
田
俊
明

【
相
談
役
】　　

小
林
克
男

【
顧　

問
】　　

入
江
竹
司�

平
石
英
雄

（
以
上
、
敬
称
略
）

　

こ
の
た
び
、
6
月
10
日
の
第
３
回
通
常

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
ご
推
挙
を

賜
り
ま
し
た
石
坂
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
林
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公

益
法
人
化
に
取
り
組
ま
れ
、
一
般
社
団
法

人
移
行
へ
の
ご
英
断
と
会
の
運
営
に
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
を
引

き
継
ぐ
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
法
人
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
、
伝
統
、
実
績
を
踏
ま
え
、

今
後
も
「
魅
力
あ
る
法
人
会
」
を
目
指
し

積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
通
常
総
会
を
以
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
両
会
長
へ
、
長
年
の
ご
功
績
に

対
し
て
石
坂
新
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
克
男
氏
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
6

年
間
に
わ
た
り
会
長
と
し
て
指
揮
を
執
ら

小
林
克
男
氏
、上
野
洋
子
氏

へ
感
謝
状
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女
性
部
会
通
常
総
会

　
上
野
部
会
長
か
ら

　
　
田
尻
新
部
会
長
へ

　
　
　
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

上
野
部
会
長
（
右
側
）
へ
花
束
贈
呈

女
性
部
会
長
　
　
田
尻 
和
子

就
任
の
あ
い
さ
つ

青
年
部
会
の
通
常
総
会

正
副
部
会
長
揃
っ
て
再
任

れ
、
こ
の
間
、
公
益
法
人
化
に
取
り
組
み
、

当
法
人
会
の
現
状
と
将
来
を
鑑
み
て
一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
野
洋
子
氏
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
10
年
の
長
き
に
亘
り
女
性
部
会
を
纏

め
ら
れ
、
こ
の
間
、
法
人
会
と
し
て
懸
案

で
あ
っ
た
租
税
教
育
事
業
（
租
税
教
室
、

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
等
）
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
風
薫
る
５
月
、
真
岡
法
人

会
女
性
部
会
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会

（
第
３
回
）
が
5
月
27
日
、
真
岡
市
台
町

の
「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
」
に
お
い
て
、

湯
本
茂
真
岡
税
務
署
長
、
小
林
克
男
真
岡

法
人
会
長
ほ
か
ご
来
賓
多
数
を
お
迎
え
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
部
会
運
営
規
則
に
よ
り
上
野

部
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
進
行
し
、

上
程
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
号
議
案
の
任
期
満
了
に
よ

る
役
員
改
選
で
は
、
執
行
部
は
じ
め
役
員

に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
か
ら
５
期
・
10
年
間
の
長
き
に
亘
り

部
会
長
と
し
て
組
織
を
統
率
し
て
こ
ら
れ

た
上
野
洋
子
部
会
長
が
退
任
し
、
そ
の
後

任
に
真
岡
支
部
長
の
田
尻
和
子
さ
ん
が
新

部
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

市
貝
支
部
の
部
長
が
田
村
さ
ん
か
ら
豊
田

さ
ん
に
代
わ
り
、
今
回
の
改
選
で
は
、
７

名
の
役
員
さ
ん
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
上
野
部
会
長
の
後
を
引
き
継

ぎ
、
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
女
性
が
積
極
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
社
会
状
況
に
お
い
て
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
と
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
時
代
に
即
し
た
研
修

会
の
開
催
や
親
睦
交
流
等
を
通
し
て
、
会

員
の
資
質
向
上
と
自
己
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
法
人
会
の
行
う
事
業
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、
楽
し
く
集
う
こ
と

が
で
き
る
部
会
の
運
営
に
務
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

青
年
部
会
の
第
３
回
通
常
総
会
は
、�

去

る
、
6
月
1
日
、
真
岡
商
工
会
議
所
「
大

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
真
岡
税
務
署
の
湯

本
署
長
、
粕
谷
法
人
統
括
官
、
塚
原
上
席

調
査
官
、
真
岡
法
人
会
か
ら
石
坂
副
会
長

を
来
賓
に
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
山
部
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
進

行
、
第
１
号
議
案
、
平
成
26
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
の
件
、
第
２

号
議
案
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
し
ま
し
た
。
秋
山
部
会
長
は
事
業
計

画
の
中
で
、
今
年
の
全
国
大
会
「
青
年
の

集
い
」
が
隣
県
の
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る

の
で
多
く
の
会
員
に
呼
び
か
け
、
部
会
員

の
交
流
を
図
り
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
第
３
号
議
案
の
役
員
改
選
で
、

は
、
秋
山
部
会
長
は
じ
め
現
行
の
正
副
部

会
長
６
人
が
揃
っ
て
再
任
し
、
理
事
１
名

の
変
更
を
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
同
日
、
午
後
４
時
か
ら
税

務
研
修
会
を
行
い
、
来
年
１
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。



第195号 平成27年8月10日（4）

真
岡
支
部

二
宮
支
部

益
子
支
部

茂
木
支
部

芳
賀
支
部

市
貝
支
部

小
林
克
男
支
部
長
が
退
任

新
支
部
長
に
諸
伏
勇
治
氏

石
坂
博
氏
は
会
長
職
に
専
任

正
副
支
部
長
、
揃
っ
て
留
任

新
副
支
部
長
に
梅
野
聡
氏

新
副
支
部
長
に
稲
見
康
氏

新
副
支
部
長
に
堀
内
一
浩
氏

新
副
支
部
長
に
田
村
浩
次
氏
、河
野
遵
氏

各
支
部
の
総
会

　

真
岡
支
部
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を

去
る
5
月
15
日「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認

し
ま
し
た
が
、
第
３
号
議
案
の
役
員
改
選

で
は
、
支
部
役
員
の
職
務
に
一
部
規
約
改

日　時　5月 19日　午後 4時 30分
場　所　どんとこい広場「会議室」
出席者　19名
※総会と合わせ「マイナンバー制度」
の研修会を実施しました。

日　時　5月 26日　午後 6時
場　所　アプローズ益子
出席者　40名
※総会と合わせ「マイナンバー制度」
の研修会を実施しました。

日　時　5月 29日　午後 4時
場　所　茂木ふるさとセンター
出席者　24名
※総会と合わせ「マイナンバー制度」
の研修会を実施しました。

日　時　5月 26日　午後 3時
場　所　芳賀町商工会館
出席者　21名
※総会と合わせ「マイナンバー制度」
の研修会を実施しました。

日　時　5月 21日　午後 3時
場　所　市貝町商工会館
出席者　16名
※総会と合わせ「マイナンバー制度」
の研修会を実施しました。

正
が
あ
り
、
改
選
で
は
小
林
克
男
支
部
長

の
退
任
を
受
け
て
、
後
任
に
石
坂
博
氏
を

選
出
し
ま
し
た
が
、
去
る
6
月
10
日
の
本

会
（
社
団
本
部
）
総
会
に
於
い
て
石
坂
支

部
長
が
会
長
に
選
出
さ
れ
た
た
め
、
石
坂

博
氏
は
本
会
の
会
長
職
に
専
任
し
、
改
正

に
よ
り
、
諸
伏
勇
治
氏
が
新
支
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
な
お
、
副
支
部
長
は
、
久

保
康
夫
、
礒
一
己
、
石
田
順
一
の
３
氏
。
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日　時　平成 27年 9月 28 日（月）　午後 1時 30 分開会
場　所　塩原温泉「ホテルニュー塩原」TEL0287-32-2611
研修会　　第 1部	講師　国税担当官
　　　　　　　	 演題　「マイナンバー制度について」
　　　　　第 2部	講師　NHK大相撲解説者
	 	 	 舞

まいのうみ
の海　秀

しゅうへい
平　氏

	 	 演題　「可能性への挑戦」　
会　費	 宿泊まで	 12,000 円
　　　　	 懇親会まで	 	 9,000 円
　　　　	 研修会のみ	 無　	　料
申込み方法	 9 月 4日 ( 金 ) までに真岡法人会
	 または各支部へ電話でお申込下さい☎ 0285(83)3477

県法連主催・会員研修会のご案内

真
岡
税
務
署
長

 

三
瓶
　
伸
一

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
、
関
東
信
越

国
税
局
総
務
部
税
務
相
談
室
か
ら
真
岡
税

務
署
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
三
瓶

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
湯
本
署
長
同
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
活
発
な
会
活
動
を
通
じ

て
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ

き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と
し

て
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、

法
人
会
の
基
本
指
針
で
も
あ
る
「
納
税
意

識
の
向
上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
へ
の
健

全
な
発
展
」
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

い
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
は
、

「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行

を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い
う

国
税
庁
の
使
命
に
も
か
な
う
こ
と
か
ら
国

税
庁
後
援
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
貴
法
人
会
の
皆
様
が
、
税
務
の

良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

本
年
十
月
か
ら
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号

の
通
知
が
開
始
さ
れ
、
来
年
一
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
私
ど
も
税
務
署
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
図
る
観
点
か

ら
、
本
制
度
に
対
す
る
国
民
及
び
企
業
等

の
認
知
度
・
理
解
度
を
よ
り
一
層
深
め
る

た
め
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

法
人
等
の
事
業
者
の
皆
様
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
適
切
な
安
全
管
理
措
置
に
組
織
と

し
て
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
制
度
開
始

に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
の
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
税
務
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
・
責
務
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

法
人
会
と
の
協
調
関
係
を
維
持
・
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
貴
法
人
会
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま

で
も
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
各
種
税
務

行
政
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

真
岡
税
務
署
定
期
人
事
異
動

◆
転
入
者

署
長�

三
瓶
　
伸
一
　

個
人
課
税
部
門
統
括
官�

中
野
　
明
　
　

法
人
課
税
部
門
統
括
官�

前
原
　
精
一
　

法
人
会
担
当�

萩
原
　
庸
光
　

◆
転
出
者

署
長�

湯
本
　
茂
　
　

個
人
課
税
部
門
統
括
官�

長
谷
川
　
真
二

法
人
課
税
部
門
統
括
官�

粕
谷
　
俊
則
　

法
人
会
担
当�

塚
原
　
彰
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平
成
27
年
度
　
法
人
会
功
労
者

表
彰
・
受
賞
者
の
お
知
ら
せ

　
真
岡
支
部
で
は

優
良
経
理
担
当
者
を
表
彰
　

佐
藤
　
佑ゆ

い衣 

さ
ん

足
利
銀
行
　
芳
賀
支
店

職
場
の
花

足
利
銀
行
に
入
行
し
て
3
年
が
経
ち
、
芳

賀
支
店
に
勤
め
て
9
カ
月
に
な
り
ま
し

支
部
の
活
動
報
告

　

去
る
五
月
十
五
日
の
真
岡
支
部
総
会

の
席
上
、
優
良
経
理
担
当
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
㈱

A
K
I
Y
A
M
A
の
藤
倉
敏
子
さ
ん
、

真
岡
鐵
道
㈱
の
高
津
戸
和
子
さ
ん
の
二
名

が
表
彰
さ
れ
、
小
林
支
部
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
も
町
内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し

た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実
施

致
し
ま
し
た
。
参
考
資
料
と
し
て
、
小
冊

長
年
に
亘
り
法
人
会
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

【
関
東
信
越
国
税
局
長
感
謝
状
】

�

小
林　

克
男
様

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

�

竹
石　

峰
夫
様

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

�
杉
田
貞
一
郎
様

�
飯
田　

俊
明
様

�
久
保　

康
夫
様

子
「
ク
イ
ズ
だ
ゼ
イ
！
」
を
児
童
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

　

夏
休
み
明
け
に
集
ま
っ
た
標
語
は
九
月

〜
十
月
の
選
考
会
を
経
て
、
十
一
月
の
税

を
考
え
る
週
間
に
表
彰
式
を
行
う
予
定
で

す
。

た
。
現
在
、
主
に
ロ
ー
ン
業
務
を
中
心
に

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
や
、
窓
口
で
の

お
借
入
の
相
談
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
お
借
入
さ
れ
る
お
客
さ
ま
と

接
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
申
込
か
ら
融

資
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
丁
寧
に
説
明
し
、

疑
問
を
少
し
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
分
か

り
や
す
い
言
葉
遣
い
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

お
客
様
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
と
き
が

一
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

当
行
は
、
一
昨
年
に
東
京
証
券
取
引
所

第
一
部
へ
上
場
を
果
た
し
、
今
年
の
10
月

に
は
創
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
地
域
の
お
客
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一
層

来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
足
利

銀
行
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
と
一
人
で
も

多
く
の
お
客
さ
ま
に
言
っ
て
頂
け
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

益
子
支
部



第195号（7）平成27年8月10日

知
っ
て
な
っ
と
く
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連
帯
保
証
人
と
相
続

「 安 心 と 快 適 な 暮 ら し の お 手 伝 い 」
宇都宮、芳賀郡市、他  の公共下水道工事　無料見積り受付中
富士の宝物バナジウム６３天然水　販売中
本社　〒 321 － 3425 栃木県芳賀郡市貝町多田羅 465-1
　　　☎（0285）68 - 1386   FAX 68 – 1363
宇都宮サービスセンター
　　　〒 320 － 0036 栃木県宇都宮市小幡 1-5-25-103        
　　　☎（028）612 – 8288 

交通事故無料相談いたします。
生命保険無料相談いたします。

損害保険ジャパン日本興亜株式会社
損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社
第一生命保険株式会社

事務所　〒 321-4364　栃木県真岡市長田 429-1
TEL.0285-82-1211	 	 FAX.0285-82-1401
E-mail.tochigi_chuo@bz01.plala.or.jp

取り扱い保険会社

有限会社 東芳リビングプランガイド

栃木中央保険㈱

　

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
大
規
模
な
相
続

税
法
改
正
が
あ
り
、
ち
ま
た
で
は
税
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
担
税
力
が
な
い
土
地
等
を
相
続
し

た
場
合
に
は
、
相
続
税
を
支
払
う
際
の
原
資
の

捻
出
に
頭
を
悩
ま
せ
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

税
金
を
支
払
っ
て
も
余
り
あ
る
程
の
財
産
は
残
り

ま
す
。

　

中
に
は
、
財
産
よ
り
も
債
務
の
方
が
多
い
場
合

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
相
続
放
棄
に
よ
り
被
相
続
人
の
権
利

義
務
を
一
切
引
き
継
が
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ

り
ま
す
。

　

問
題
な
の
は
、
被
相
続
人
が
、
相
続
開
始
の

時
点
で
は
履
行
義
務
の
発
生
し
て
い
な
い
連
帯
保

証
人
に
な
っ
て
い
た
場
合
で
す
。

　

被
相
続
人
が
会
社
を
経
営
し
、
事
業
遂
行
上

必
要
な
借
入
の
際
に
生
じ
た
連
帯
保
証
に
つ
い
て

は
、
相
続
人
が
会
社
等
の
財
産
を
引
き
継
ぐ
の
で

あ
れ
ば
、
当
該
財
産
と
釣
り
合
い
が
取
れ
る
の
で

納
得
も
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
仮
に
第
三
者
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ

て
い
た
場
合
に
は
、
問
題
が
複
雑
で
す
。
そ
の
債

務
者
の
資
力
、
返
済
能
力
等
に
つ
い
て
は
、
当
然

な
が
ら
身
内
ほ
ど
は
知
り
得
ま
せ
ん
の
で
、
不
安

は
募
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
ま
だ
、
事
前
に
連
帯
保
証
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
相
続
人
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
の
連

帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
最
悪
で
す
。

　

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
い
つ
爆
発
す
る
か
分
か

ら
な
い
ス
テ
ル
ス
爆
弾
を
持
ち
歩
い
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
一
般
の
保
証
債
務
と
連
帯
保
証
債
務
と

の
違
い
を
整
理
す
る
と
、

　

連
帯
保
証
債
務
に
は
、

　
①
催
告
の
抗
弁
権
が
な
い

　

債
務
者
に
資
力
が
あ
っ
て
た
と
し
て
も
、
支
払

期
日
に
弁
済
が
な
け
れ
ば
、
債
務
者
の
請
求
に
対

し
て
、
ま
ず
、
主
た
る
債
務
者
に
請
求
し
て
く
れ

と
言
う
権
利
が
な
く
、
直
ち
に
債
務
全
額
を
支

払
う
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
②
検
索
の
抗
弁
権
が
な
い

　

債
権
者
が
強
制
執
行
し
て
き
た
と
き
に
、
主

た
る
債
務
者
に
も
執
行
す
べ
き
財
産
が
あ
る
と
し

て
、
先
に
主
た
る
債
務
者
に
執
行
を
か
け
て
く
れ

と
言
う
権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
③
分
別
の
利
益
が
な
い

　

仮
に
、
連
帯
保
証
人
が
三
人
い
た
場
合
、
三

分
の
一
だ
け
の
義
務
を
負
う
こ
と
が
で
き
ず
、
債

務
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
連
帯
保
証
人
は
、
か
な
り
厳

し
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
証
義
務
は
、
履
行

義
務
が
発
生
し
て
い
な
い
限
り
確
定
し
た
債
務
で

は
な
い
の
で
、
当
然
な
が
ら
相
続
税
の
申
告
の
際
、

債
務
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
、
債
務
者
が
無
事
に
完
済
し
て
く
れ
れ

ば
、
結
果
と
し
て
何
の
問
題
も
無
い
わ
け
な
の
で
、

金
額
に
も
よ
り
ま
す
が
、
巨
額
の
連
帯
保
証
債

務
に
怖
じ
け
つ
い
て
、
相
続
放
棄
し
て
し
ま
う
の

も
考
え
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　

そ
れ
は
、
仮
に
、
相
続
人
が
、
被
相
続
人
の
妻
、

長
男
、
長
女
の
三
人
で
、
遺
産
の
全
額
を
長
男
一

人
が
受
け
取
り
、
連
帯
保
証
の
権
利
も
長
男
が

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
す

　

相
続
財
産
の
全
額
を
長
男
が
相
続
し
、
連
帯

保
証
債
務
は
長
男
が
引
き
継
ぐ
旨
の
遺
産
分
割

協
議
書
を
作
成
し
、
三
人
が
署
名
押
印
し
た
と

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
遺
産
分
割
協
議
書
は
、
あ
く
ま
で
も

相
続
人
間
の
私
的
な
約
束
で
す
の
で
、
法
的
に
は

妻
と
長
女
は
財
産
を
何
も
取
得
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
法
定
相
続
分
の
連
帯
保
証
の
権

利
だ
け
は
引
き
継
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
約
束
通
り
長
男
が
、
連
帯
保
証
債

務
の
履
行
の
際
、
全
額
支
払
え
ば
問
題
な
い
の
で

す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
妻
と
長
女
は
、
自
分

た
ち
の
債
務
相
当
額
の
支
払
義
務
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
相
続
放
棄
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

生
前
の
相
続
対
策
と
し
て
は
、
権
利
義
務
を

明
確
に
し
、
少
し
で
も
相
続
税
を
少
な
く
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
家
族
（
相
続

人
）
に
、
間
違
っ
て
も
、
第
三
者
の
連
帯
保
証
義

務
の
よ
う
な
負
の
遺
産
を
引
き
継
が
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　（
関
東
信
越
税
理
士
会
真
岡
支
部
）



第195号 平成27年8月10日（8）

　
㈲
東
芳
リ
ビ
ン
グ

プ
ラ
ン
ガ
イ
ド
　

　
有
限
会
社

安
斎
重
機
サ
ー
ビ
ス
　

企 

業 

紹 

介

　

当
社
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
芳
賀
町
祖

母
井
に
創
業
以
来
、「
安
心
・
安
全
」
を

テ
ー
マ
に
、
建
設
機
械
の
ド
ク
タ
ー
と
し

て
販
売
・
修
理
・
レ
ン
タ
ル
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応

す
る
為
、
お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
ご
要
望
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
り
、
さ
ら
に

は
、
ト
ー
タ
ル
的
に
お
客
様
を
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
当
社
の
主
な
取
扱
商
品
に
つ

い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
ご
用
命
を
賜
り
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
【
整
備
事
業
】

　

各
種
建
設
機
械
の
修
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
Ｎ
Ｐ
Ｋ
・
古
河
を
は
じ
め
と
す
る
解

体
用
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

の
修
理
・
建
設
機
械
重
要
部
品
で
あ
る
エ

ン
ジ
ン
・
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
修

理
・
海
外
製
機
械
の
修
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
特
に
特
殊
機
械
の
修
理
に
も
対
応
し

ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　
【
レ
ン
タ
ル
事
業
】

　

各
種
建
設
機
械
の
レ
ン
タ
ル
・
解
体
・

ス
ク
ラ
ッ
プ
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
レ
ン

タ
ル
・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
不
整
地
運
搬
車

を
中
心
と
す
る
レ
ン
タ
ル
・
長
期
レ
ン
タ

ル
な
ど
の
ご
要
望
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
【
販
売
事
業
】

　

各
種
メ
ー
カ
ー
建
設
機
械
販
売
・
な
ん

で
も
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
【
新
規
事
業
】

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
提
携
し
て
、
油
圧

ホ
ー
ス
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
移
動

高
圧
ホ
ー
ス
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く

次
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
体
制
と
常

に
一
歩
先
を
追
求
し
、
感
謝
の
気
持
を
忘

れ
ず
に
、
真
の
顧
客
価
値
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
猪
口
商
店
と
し
て
開
業
し
、

平
成
四
年
、
㈲
東
芳
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
ガ

イ
ド
と
し
て
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

会
社
名
の
由
来
と
し
て
は
、
栃
木
県
の

東
の
芳
賀
郡
に
位
置
す
る
住
環
境
計
画

（
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
）の
案
内
役（
ガ
イ
ド
）

を
担
う
会
社
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、「
安
心
と
快
適
な
暮
ら
し
の

お
手
伝
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
給
排
水
衛
生

設
備
工
事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
ガ
ス
の

配
管
の
設
計
施
工
、
各
種
燃
料
販
売
と
設

備
工
事
・
燃
料
販
売
事
業
を
一
社
で
完
結

で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
さ
ら
に
太

陽
光
発
電
の
設
置
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
６
３
天

然
水
の
販
売
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
に
お
い
て
は
、
直
接
的
な
販
売
や

工
事
施
工
に
留
ま
ら
ず
、
き
め
の
細
か
い

配
慮
が
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
道

で
あ
る
と
考
え
、
日
々
の
お
客
様
訪
問
で

の
要
望
や
商
品
を
購
入
さ
れ
た
後
に
不
具

合
が
な
い
か
を
お
聞
き
取
り
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

社
員
に
於
い
て
は
、
工
事
を
行
う
際
、

燃
料
を
販
売
す
る
際
、
専
門
の
資
格
保
有

者
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
燃
料
部
門
に
お
い
て
は
、
オ
ー

ル
電
化
等
へ
の
転
換
な
ど
家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
様
化
や
ま
た
同
業
者
に
よ
る
競

争
の
激
化
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

お
客
様
満
足
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。


